
人体を構成する各器官の基本的な構造（形態）と主なはたらき（機能）を理解する。

試験、学習への取り組みを総合的に評価する。 
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科目区分 専門基礎分野 単位数・時間数 １単位・３０時間 開講時期 １年・前期

授業科目名 解剖生理学Ⅲ（骨格系・筋系・神経系・感覚器系） 授業形態 講義

担当教員 高本　考一 実務経験

授業概要
疾病の成り立ちと回復の促進へ繋ぐ科目として、人間が生きるためにバランスよく営まれている生命維
持との関連や身体反応の出現のメカニズムの 基礎を理解する。

学習目的

到達目標
１.  人体各部位・器官の名称と、構造の特徴を説明できる。

２.  各器官のはたらきを専門用語を用いて具体的に説明できる。

授業内容

１・２ 骨格とはどのようなものか

３・４ 骨の連結

５・６骨格筋

７・８ 体幹の骨格と筋

９・１０ 上肢の骨格と筋　　下肢の骨格と筋

１１・１２ 頭頚部の骨格と筋

１３・１４ 筋の収縮　　運動と代謝

１５・１６ 神経系の構造と機能　　脊髄と脳

１７・１８脊髄神経と脳神経　　運動機能と下行伝導路

１９・２０ 感覚機能　　体性感覚と　上行伝導路

２１・２２ 眼の構造と視覚　　耳の構造と聴覚・平衡覚　　味覚と嗅覚　

２３・２４ 痛み　　脳の統合機能　　

２５・２６ 皮膚の構造と機能　　生体の防御機構　　

２７・２８体温とその調節

２９・３０ 体表からみた人体の構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
終講試験　評価方法
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